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夏
に
入
っ
て
、
稲
作
の
ほ
か
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
や
野
菜
な
ど
田
ん

ぼ
や
畑
で
多
く
の
作
物
が
育
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
な
ど
の
野
生
動
物
か
ら
の
被
害
も
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。
的
確
な
被
害
防
止
対
策
が
必
要
で
あ
る
事
か
ら
、

野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
の
防
止
を
目
的
に
捕
獲
・
捕
獲
の
担
い
手
の

育
成
対
策
な
ど
を
総
合
的
か
つ
効
率
的
に
実
施
す
る
た
め
、
計
画
を

作
成
し
て
、
鳥
獣
害
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

動物

イノシシ
H28 捕獲数　425 頭

ニホンジカ
H28 捕獲数　124 頭

サル
H28 捕獲数　3 頭

食物

雑食性。

人間が食べるようなものは何でも

食べます。

イモ、タケノコ、イネ…など

草食性。

植物はほとんど何でも食べ、量は

１日３kg。

雑食性。

カボチャ、トウモロコシなど甘くて

栄養価の高いものを好みます。

能力
成獣は１ｍ以上の跳躍力がある。

20cm 程度の隙間は潜り抜ける。

助走なしで 1.5m の跳躍力があ

ります。

木登りとジャンプが得意。

学習能力が高く、農作物の味を覚えて

いくので、被害が広がっていきます。

繁殖
年１回、春に４～５頭出産。

約半数が成獣に成長するといわれ

ています。

年１回、５～６月に１頭出産。満

１歳で性成熟し、毎年出産します。

２～３年に１回、春に１頭出産。

栄養状態が良いと毎年出産。

特性
「猪突猛進」はパニック時の姿です。

普段は警戒心が強く臆病な性格です。

昼夜を問わず２～３時間採食、２

～４時間反芻するリズムを繰り

返します。

群れで行動し、行動範囲は定まって

います。群れはメスと子供を中心に

構成され、群れの行き先はメスが決

めます。

行動

夜行性ではなく、明け方や夕暮れ時に活動が活発になります。昼

間は人間を警戒して出てきませんが、安全だと分かると昼間でも出没

するようになります。防護柵などの障害物は、まず隙間や下をくぐり

抜けようとします。

日の出から日没までの明るい時間だ

け行動します。夜間は行動しません。

対

策

電気柵 ○　３段以上 ○　5 段以上 △　7 段以上またはネット状

金網柵 ○ ○　150 ㎝以上 ×　電気柵との複合柵なら効果有り

ネ ッ ト

柵
△　破られることがあります。 ○　150 ㎝以上

×　登って越えられるため効果は

　　あまりありません。

鳥獣被害をみんなで防ごう

■畑などに出没する主な野生動物の特徴
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■
個
人
・
地
域
で
で
き
る
こ
と

①
農
地
や
集
落
を
餌
場
に
し
な
い

　

野
菜
く
ず
や
生
ゴ
ミ
を
家
の
周
り
や
農
地
に

放
置
し
な
い
、
収
穫
し
な
い
野
菜
や
果
物
な
ど

は
回
収
す
る
、
墓
地
の
供
え
物
は
必
ず
持
ち
帰

る
な
ど
、
集
落
や
農
地
に
野
生
鳥
獣
の
え
さ
に

な
る
も
の
を
残
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

野
生
動
物
に
、「
こ
こ
が
エ
サ
場
」
と
覚
え
ら

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

②
周
辺
の
環
境
整
備
を
行
う

　

耕
作
放
棄
地
や
農
地
周
辺
な
ど
の
「
や
ぶ
」

は
、野
生
鳥
獣
の
絶
好
の
す
み
か
に
な
り
ま
す
。

定
期
的
に
や
ぶ
の
刈
り
払
い
を
行
い
、
見
通
し

の
良
い
環
境
を
整
備
し
ま
し
ょ
う
。

③
人
間
は
怖
い
も
の
と
覚
え
さ
せ
る

　

集
団
で
見
回
り
を
し
、
警
戒
心
を
持
た
せ
ま

し
ょ
う
。

■
町
な
ど
が
で
き
る
こ
と

　

町
で
は
野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
を
防
止
す
る

た
め
農
地
に
電
気
柵
、
ナ
マ
コ
板
な
ど
を
設
置

し
た
場
合
の
補
助
事
業
（
補
助
率
２
分
の
１
、

上
限
10
万
円
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

共
同
で
電
気
柵
を
実
施
す
る
場
合
に
は
、
県
の

補
助
金
（
補
助
率
３
分
の
２
）
な
ど
も
利
用
し

て
鳥
獣
害
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
電

気
柵
の
設
置
を
考
え
て
い
る
方
は
、
お
気
軽
に

役
場
農
林
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
鳥
獣
害
捕
獲
対
策

　

平
成
24
年
10
月
か
ら
、
町
鳥
獣
被
害
防
止
計

画
に
基
づ
く
対
策
を
実
施
す
る
実
施
隊
員
82
名

を
委
嘱
し
、
捕
獲
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　平成 29 年４月より、県の事業計画の改定に伴い、自宅
敷地内または農林業者の事業地内であれば、狩猟免許
が無くても小型鳥獣を捕獲することが出来るようになり

ました。ただし、事前に町の許可が必要になりますので、
必ず役場へ申し出てください。許可をとらずに捕獲を行う

と、違法となりますのでご注意ください。

H29.4 より

小型鳥獣の捕獲：免許不要の特例

鳥
獣
被
害
が
あ
っ
た
時
や

目
撃
し
た
場
合
は
・
・
・

　

役
場
農
林
課
ま
た
は
、
直
接
実
施
隊
員
ま

で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
被
害
場
所
や

状
況
、
目
撃
情
報
な
ど
の
聞
き
取
り
を
行
い
、

必
要
に
応
じ
て
、
実
施
隊
員
が
対
応
を
行
い

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
農
林
課　

農
林
振
興
係

　
　

☎
０
２
７
９
・
68
・
２
１
１
１

　
　
（
内
線 

５
２
３
・
５
２
５

　

担
当 

佐
藤
功
樹
・
湯
本
亮
一
）

み
ん
な
で
出
来
る
被
害
防
止
対
策

【
東
吾
妻
町
猟
友
会
か
ら
の
お
話
】

　

東
吾
妻
町
猟
友
会
が
年
間
に
捕
ま
え

る
鳥
獣
の
数
は
イ
ノ
シ
シ
が
３
０
０
～

４
５
０
頭
、
シ
カ
が
１
３
０
頭
ほ
ど
で

す
。
年
々
会
員
数
が
減
少
し
て
い
る
中

で
、
町
の
生
産
物
を
守
る
た
め
日
々
活

動
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

東
吾
妻
町
猟
友
会

会
長
：
茂
木
和
久
、
会
員
一
同

　電気柵は野生動物に「危険で怖い物」と学習させて効果を
発揮する柵です。見慣れない物に対して鼻などで触れて安全
か確かめる（探査行動）の習性を利用して、電気刺激を与え
ることで危険な物と学習させられます。この時に電気刺激が
無いと安全な物と認識され、電気柵をすり抜けるようになり
ます。設置する方は、一度設置したら 24 時間通電し、通電
しない場合は撤去する様にしてください。

農作物を守る電気柵

柵線がプラス、地面が
マイナスになっていて
動物が電線と地面の両
方に触れると回路が通
じ、ビリッとします。

小さなお子さんなどが電気柵に触れないようにご注意を

電気が流れる仕組み
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Higashiagatsuma　Town News

 健康で綺麗な歯
よ  い歯のコンクール

　６月２日に平成 29 年度『群馬県親と子のよ
い歯のコンクール』吾妻地区審査表彰式が吾妻
保健福祉事務所で行われました。東吾妻町から
は齊藤美結ちゃん・聖香さん親子（左）と山﨑
柑奈ちゃん・淳子さん親子が代表となり、優秀
賞を受賞されました。

　5 月 12 日に正田醤油スタジアム群馬で行われ
た高体連総体開会式において、吾妻高校は入場
行進で 29 年連続 30 回目の優秀校を受賞しまし
た。また特筆優秀校 6 校にも選ばれました。

 綺麗に揃った行進で
吾  妻高校高体連入場行進

東  洋大学学生臨地実習
栄養士を目指して

　5 月 29 日から 6 月９日に、東洋大学食環
境科学部健康栄養学科の学生が東吾妻町で
臨地実習を実施しました。実習を行った学
生は３人ずつ２班に別れて、各幼稚園で食
育教育を行いました。

 大きくなぁれ
原  町幼稚園稚魚放流体験

　５月 30 日に原町幼稚園の園児 23 人が
深沢川で稚魚放流教室を行いました。吾
妻地区漁業協同組合の主催で実施され、
やまめの稚魚 2000 匹を放流しました。
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ひがしあがつまタウンニュース

 伝統を残す取組
文  化協会公演会

　5 月 29 日に原町保育所で幼年消防クラブ
任命式が行われました。園児たちは町消防
団の中澤匡史団長からライターで遊ばない
など、火事予防に大切なことを教わり、そ
の後園庭で消防車に乗ってみたり防火服を
着せてもらうなどの体験をしました。

　5 月 27 日にコンベンションホールで東吾
妻町文化協会の公演会が行われました。今年
は 235 名が来場し、東吾妻中学校吹奏楽部の
演奏のほか、三島鳥頭神社、郷原榛名神社、
大宮巌鼓神社の太々神楽が披露されました。

 火事予防は小さなころから
幼  年消防クラブ任命式

　５月 26 日に吾妻高校で吾妻警察署交通
課から交通安全に関する講話がありました。
町のマスコット『すいせんちゃん』と群馬
県警察のマスコット『上州くん』が自転車
の交通指導を行いました。

  事故に合わないために
吾  妻高校で交通講話

 杉並区との交流の中で
台 北駐日代表が来町

　友好交流自治体である東京都杉並区を通じ
て台湾と少年野球大会などで交流が行われて
いましたが、6 月 7 日に謝長廷台北駐日代表
が当町の視察に訪れました。
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東吾妻町の歴史・文化探訪
 ― 問い合わせ先／東吾妻町教育委員会教育課（☎ 59-3370　 担当  吉田智哉）

東
吾
妻
町
の
各
所
に
は
多
く
の
歴
史

を
携
え
た
寺
社
が
残
り
、
現
在
で

も
人
々
の
崇
敬
を
集
め
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
こ
の
歴
史
文
化
探
訪
を
通
じ
て
古

社
の
い
く
つ
か
を
こ
れ
か
ら
ご
紹
介
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
名
付
け
て

『
東
吾
妻
町
の
古
社
を
訪
ね
て
』。
第
１

回
は
原
町
に
位
置
し
て
い
る
大
宮
巌
鼓

神
社
で
す
。

●
東
吾
妻
町
の
古
社

　

１
９
７
８
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
吾
妻

郡
社
寺
録
』
に
は
、
東
吾
妻
町
地
内
に

存
在
す
る
寺
院
74
（
観
音
堂
な
ど
お
堂

を
含
む
）、
神
社
29
に
つ
い
て
そ
の
来
歴

等
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
古

代
廃
寺
と
し
て
名
高
い
金
井
廃
寺
な
ど

の
現
在
は
廃
寺
と
し
て
既
に
存
在
し
て

い
な
い
寺
社
も
多
数
あ
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
実
際
に
東
吾
妻
町
に
存
在
し
た

寺
社
の
数
は
大
幅
に
前
記
し
た
数
を
上

回
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

過
去
の
歴
史
文
化
探
訪
の
記
事
で
は
、

平
成
17
～
18
年
度
に
旧
吾
妻
町
の
古
寺

と
し
て
シ
リ
ー
ズ
を
組
み
、
各
寺
院
を

紹
介
し
た
記
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今

回
は
そ
の
神
社
版
と
し
て
東
、
太
田
、

原
町
、
岩
島
、
坂
上
よ
り
１
社
づ
つ
を

取
り
上
げ
紹
介
し
ま
す
。
そ
れ
で
は
第

１
回
と
し
て
大
宮
巌
鼓
神
社
を
見
て
い

く
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
大
宮
巌
鼓
神
社
と
は
？

　

大
宮
巌
鼓
神
社
は
東
吾
妻
町
大
字

原
町
字
大
宮
に
位
置
し
、
祭
神
は

日や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

本
武
尊
と
他
14
柱
を
祀
っ
て
い
ま

す
。
大
宮
と
い
う
地
名
は
こ
の
神
社
か

ら
つ
い
た
と
い
わ
れ
、
こ
の
神
社
が
非

常
に
古
く
か
ら
こ
の
地
に
あ
っ
た
こ
と

を
伺
わ
せ
ま
す
。
し
か
し
正
確
な
勧
請

年
代
は
明
ら
か
で
は
な
く
、
一
説
で
は

吾
妻
郡
一
帯
を
支
配
し
て
い
た
吾
妻
太

郎
行
盛
が
武
蔵
国
（
現
在
の
埼
玉
県
と

東
京
都
、
神
奈
川
県
の
一
部
）
の
大
宮

氷
川
神
社
を
崇
敬
し
て
い
た
関
係
か
ら

こ
の
地
へ
配
祀
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

吾
妻
太
郎
行
盛
が
活
躍
し
た
の
は
お
よ

そ
南
北
朝
時
代
の
こ
ろ
で
す
の
で
、
今

よ
り
７
０
０
年
も
昔
の
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
ほ
か
明
治
年
間
に
神
社
境
内

の
木
に
つ
い
て
伐
採
を
行
い
、
そ
の
年

輪
を
計
っ
た
と
こ
ろ
７
０
０
年
を
数
え

た
と
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
伝
承
・
口
伝

か
ら
お
お
よ
そ
の
勧
請
年
代
が
類
推
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
岩
櫃
城
を
管
理
・
運
営
し
て

い
た
真
田
氏
の
崇
敬
も
篤
く
、
天
正
18

年
（
１
５
９
０
）
の
真
田
氏
朱
印
状
が

残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
関
係
性
が
認
め

ら
れ
ま
す
。
ち
な
み
に
真
田
氏
や
そ
の

主
君
で
あ
る
武
田
氏
は
、
町
内
の
寺
社

に
つ
い
て
多
く
の
土
地
寄
進
や
社
殿
の

建
築
・
再
建
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
記

録
・
伝
承
が
須
賀
尾
・
大
柏
木
諏
訪
神

社
（
永
禄
７
年
（
１
５
６
４
）
社
殿
再

建
）、吉
岡
神
社（
永
禄
６
年（
１
５
６
３
）

土
地
寄
進
）、
川
戸
浅
間
神
社
（
永
禄
～

天
正
年
間
、
社
殿
修
造
・
土
地
寄
進
等
）

な
ど
多
く
の
寺
社
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
巌
鼓
」
と
い
う
名
に
も
注
目
し
て
み

ま
し
ょ
う
。「
い
わ
つ
つ
み
」
と
読
む
こ

の
字
は
、
一
説
で
は
「
い
な
つ
つ
み
」

の
転
訛
し
た
も
の
と
い
い
、
中
之
条
町

に
あ
る
稲
裏
山
（
稲
裏
神
社
）
を
本
体

と
し
た
里
宮
と
し
て
成
立
し
た
の
で
は

な
い
か
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
。
大
宮

巌
鼓
神
社
の
社
殿
背
後
か
ら
ま
っ
す
ぐ

に
直
線
を
引
く
と
お
よ
そ
稲
裏
山
、
稲

裏
神
社
に
あ
た
り
ま
す
の
で
そ
れ
ぞ
れ

の
場
所
か
ら
は
一
考
に
値
す
る
話
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
稲
裏
神

社
は
『
日
本
三
代
実
録
』（
延
喜
元
年
、

９
０
１
年
成
立
）
に
上
野
国
稲
裏
地
神

に
従
五
位
下
を
授
け
る
と
い
う
記
載
が

あ
る
こ
と
か
ら
平
安
時
代
ご
ろ
に
は
成

立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
里
宮
だ
と

す
れ
ば
同
様
の
点
か
ら
大
宮
巌
鼓
神
社

の
成
立
年
代
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
非
常
に
古
く
か
ら
こ
の

大
宮
巌
鼓
神
社
が
存
在
し
て
い
た
可
能

性
が
あ
る
の
で
す
が
、
こ
の
こ
と
を
考

え
る
に
重
要
な
遺
物
が
神
社
の
神
宝
と

し
て
大
切
に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

を
紹
介
し
て
終
わ
り
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
神
社
の
神
宝
、
蕨
手
刀

　

そ
れ
は
群
馬
県
指
定
重
要
文
化
財
の

「
蕨
手
刀
」
で
す
。
こ
れ
は
柄
頭
が
蕨
状

に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
そ
の
名
が
付

け
ら
れ
た
刀
で
す
。
お
よ
そ
奈
良
時
代

か
ら
平
安
時
代
初
頭
に
東
北
地
方
を
中

心
に
使
用
さ
れ
た
刀
で
、
遺
跡
か
ら
は

東
北
地
方
・
長
野
県
・
群
馬
県
な
ど
で

出
土
が
多
く
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
伝

世
し
て
い
る
も
の
と
し
て
は
全
国
で
東

大
寺
正
倉
院
（
奈
良
県
）
が
あ
る
ほ
か

は
こ
の
大
宮
巌
鼓
神
社
し
か
な
く
貴
重

な
も
の
で
す
。
こ
の
遺
物
か
ら
は
主
に

東
北
地
方
と
の
関
連
を
示
唆
す
る
ほ
か
、

伝
世
す
る
背
景
に
神
社
の
成
立
年
代
が

関
わ
る
可
能
性
が
あ
り
、
非
常
に
興
味

深
い
製
品
で
す
。

　

大
宮
巌
鼓
神
社
は
さ
ま
ざ
ま
な
文
化

財
と
共
に
そ
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は

多
く
の
謎
を
残
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

神
社
そ
の
も
の
も
、
も
ち
ろ
ん
で
す
が

そ
の
周
辺
に
も
目
を
向
け
、
神
社
と
周

辺
景
観
を
い
か
に
復
元
し
て
い
く
か
が

必
要
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

神
社
の
成
立
と
社
会
背
景
。
こ
の
謎
は

こ
れ
か
ら
も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り

そ
う
で
す
。

東
吾
妻
町
の
古
社
を
訪
ね
て
１

～
大
宮
巌
鼓
神
社
～
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＝新着図書情報＝

■おすすめの一冊
『毎日っていいな』………………… 吉本ばなな　著

　大好きな町並み、我が家の食卓、
友だちのおしゃべり、両親との思い
出、何気ない日々のひとつひとつが
こんなにも愛おしく感じる。
人々が健やかで小さな幸せに満ちて
いますようにと、私たちの心を温め
るとっておきのエッセイ 50 編。

■児童図書
『おばけのやだもん』……………… ひらのゆきこ　著
『イモリくんヤモリくん』………… 松岡たつひで　著
『やさいのがっこう』………………… なかやみわ　著
『大迷路』……………………………… 原　　裕朗　著
『きょうはそらにまるにちつき』…… 荒井　良二　著

■一般図書
『今日は自分を甘やかす』…………… 夏生さえり　著
『青い服の女』………………………… 平岩　弓枝　著
『ひとめぼれ』………………………… 畠中　　恵　著
『社長室の冬』………………………… 堂場　瞬一　著
『ひよっこ』…………………………… 岡田　恵和　著
『毎日っていいな』…………………… 吉本ばなな　著
『でこぽ子育児日記』………………………… 十子　著

■問い合わせ先　中央公民館（☎ 68-2412）

中央公民館

図書情報

◆６月１日のググっと群馬観光キャンペーン大宮
　キャラバンに参加し JR 大宮駅で東吾妻町をＰＲ
　しました。

■問い合わせ先　役場地域政策課（☎ 68-2111）

水仙ちゃんの活動報告

◆町へ
❀切り絵画『初夏の高原』
　切り絵作家大塚久枝　（萩生地区出身）作

剣持　彰　さま

◆道の駅あがつま峡へ
❀花壇への花植　ブルーサルビア 28 株
　　　　　　　　マリーゴールド 60 株
　　　　　　　　ベゴニア 72 株

㈱吾妻水質管理センター　さま

あたたかいこころ

ありがとうございました

まんが歴史読本
『真田氏上州の拠点～岩櫃物語』

　町では、岩櫃城をめぐる歴史秘話を、まんが歴
史読本『岩櫃物語』（Ａ４版全 20 ページ）として
制作しました。子どもたちに、ふるさとの歴史や
ふるさとを大切にする気持ちを学んでもらいたい
という思いから、イラストを用いて読みやすい内
容になっています。６月末に管内の小学校３年生
から中学校３年生まで
の全員に配布しました。
７月からは、町観光協
会・各公民館・役場地
域政策課などで無償配
布します。ご興味のあ
る方は、ぜひお手に取ってご覧
ください。
■問い合わせ先
　役場地域政策課　（☎ 68-2111）
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も
う
少
し
で
夏
本
番
。
夏
と
い
え

ば
体
を
動
か
し
た
り
、
旅
行
に
い
っ

た
り
な
ど
、
何
か
と
外
出
す
る
機
会

が
多
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
怖
い
の

が
、
皆
さ
ん
が
心
配
し
て
い
る
熱
中

症
で
す
。
熱
中
症
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
と
の
こ
と
で
対
策
を
昨
年
お
話

し
ま
し
た
が
、
今
年
は
「
熱
中
症
か

な
？
」
と
思
っ
た
と
き
の
対
策
法
の

お
話
を
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
お
さ
ら
い
で
す
が
、
熱
中
症

対
策
、
ま
た
熱
中
症
を
疑
っ
た
と
き

に
も
、
真
水
や
お
茶
を
飲
む
の
は
逆

効
果
で
す
。
一
定
量
の
食
塩
と
糖
分

が
含
ま
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
や
特
製

ド
リ
ン
ク
（
水
１
Ｌ
に
食
塩
３
ｇ
［
小

さ
じ
０
・
５
］、砂
糖
40
ｇ
［
大
さ
じ
４
・

５
］）
が
効
果
的
で
す
。

　

さ
て
、
本
題
で
す
が
、
熱
中
症
を

疑
っ
た
場
合
は
ま
ず
涼
し
い
場
所
に

移
動
し
て
く
だ
さ
い
。
屋
内
で
も
、

こ
の
時
代
の
暑
さ
を
凌
ぐ
に
は
エ
ア

コ
ン
が
必
要
で
あ
り
、
ク
ー
ラ
ー
が

効
い
た
室
内
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
ま

た
、
衣
服
を
脱
が
し
て
、
体
温
を
低

下
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
保
冷

剤
や
氷
な
ど
を
足
の
付
け
根
や
首
筋

に
あ
て
て
冷
却
さ
せ
る
の
も
よ
い
で

し
ょ
う
。
ま
た
は
、
水
の
入
っ
た
ス

プ
レ
ー
を
体
表
面
に
ス
プ
レ
ー
（
ま

た
は
霧
吹
き
）
し
て
、
そ
の
体
表
面

を
扇
風
機
ま
た
は
う
ち
わ
な
ど
を
使

っ
て
身
体
を
冷
や
す
こ
と
が
効
果
的

で
す
。
あ
と
は
、
や
は
り
水
分
補
給

が
大
切
で
す
の
で
、
上
記
の
よ
う
な

飲
料
を
摂
取
し
て
く
だ
さ
い
。
注
意

点
と
し
て
、
塩
分
を
過
剰
に
摂
取
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は

日
常
生
活
で
過
剰
に
塩
分
を
摂
取
し

て
い
る
状
態
で
す
の
で
、
熱
中
症
だ

か
ら
と
い
っ
て
塩
分
を
摂
取
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

夏
だ
か
ら
こ
そ
、
丈
夫
な
身
体
作

り
が
大
切
で
す
。
十
分
な
睡
眠
と
食

事
を
日
頃
か
ら
心
が
け
、
健
康
的
な

夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

国
保
診
療
所　

藤
原
健
史

■
受
付
時
間

　

午
前
…
８
時
30
分
～
11
時
45
分

 　

午
後
…
14
時
～
17
時

■
診
療
時
間

　

午
前
…
９
時
～
12
時

　

午
後
…
14
時
～
17
時

■
連
絡
先　

☎
59
・
３
０
１
０

　
　
　
　
　

  

Ｆ
Ａ
Ｘ
59
・
３
１
６
１

熱
中
症
か
な
？
と
思
っ
た
ら

★「７月の診療予定表」
日 月 火 水 木 金 土

7/2
休診

3 4
休診　

5
午後
定期
往診

6
午後
定期
往診

7
午後
定期
往診

8
休診　

9
休診　

10
午後
個別
接種

11
休診　

12 13
午後
東吾妻中
学校保健
委員会

14
箱 島 地
区 健 康
教室　

15
休診　

16
休診　

17
休診　

18
休診

19
　

20 21
午後
個別
接種　

22
休診　

23
休診　

24 25
休診

26
午後
寿 大 学
講演

27 28 29
休診　

30
休診

31 8/1
休診

2 3 4 5
休診

東吾妻町国民健康保険診療所だより

＊当院では予約診療を行っています。定期受診の方は予約での
　診療をお願いします。

期日 内　　　　　　科 外　　　科 休日夜間

９日㈰ 四万診療所
（中之条☎ 64-2136）

長野原診療所
（長野原☎ 0279-85-2259）

吾妻さくら病院
（中之条 ☎ 75-3011）

吾妻さくら病院
（中之条 ☎ 75-3011）

16 日㈰ 田島病院
（中之条☎ 75-3350）

草津こまくさ病院
（草津☎ 0279-88-4321）

原町赤十字病院
（原町 ☎ 68-2711）

原町赤十字病院
（原町 ☎ 68-2711）

17 日㈪ しまだ医院
（中之条☎ 76-3435）

長野原診療所
（長野原☎ 0279-85-2259）

西吾妻福祉病院
（長野原☎ 0279-83-7111）

西吾妻福祉病院
（長野原☎ 0279-83-7111）

23 日㈰ 吾妻さくら病院
（中之条 ☎ 75-3011）

桜井クリニック
（嬬恋☎ 0279-97-3800）

吾妻さくら病院
（中之条 ☎ 75-3011）

吾妻さくら病院
（中之条 ☎ 75-3011）

30 日㈰ けんもち医院
（中之条☎ 75-5155）

草津温泉松岡医院
（草津☎ 0279-88-7611）

原町赤十字病院
（原町 ☎ 68-2711）

原町赤十字病院
（原町 ☎ 68-2711）

７月の当番医予定表
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■
妊
娠
中
の
歯
と
口
の
ト
ラ
ブ
ル

　

東
吾
妻
町
妊
婦
歯
科
健
康
診
査
が
、
今

年
度
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
妊
娠
中
は
、

歯
や
歯
ぐ
き
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
り
や
す

い
時
期
で
す
。
マ
マ
の
歯
と
口
の
ト
ラ
ブ

ル
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
歯
と
口
の
ト
ラ
ブ
ル

に
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
注
意

が
必
要
な
ト
ラ
ブ
ル
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

妊
娠
中
は
、
つ
わ
り
の
た
め
、
歯
ブ
ラ

シ
を
口
の
中
に
入
れ
る
こ
と
で
す
ら
苦
痛

に
な
る
こ
と
が
あ
り
、
虫
歯
や
歯
周
病
の

原
因
と
な
る
プ
ラ
ー
ク
が
留
ま
り
や
す
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
食
事
の
回
数
が
増
え
、

酸
味
や
甘
味
の
強
い
食
事
を
好
む
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
虫
歯
や
歯
周
病
が
悪
化
し
や

す
い
環
境
が
整
っ
て
い
る
の
で
す
。
ま

た
、
妊
娠
に
よ
る
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
増
加

は
、
妊
娠
性
歯
肉
炎
や
妊
娠
性
エ
プ
ー
リ

ス
な
ど
の
歯
と
口
の
ト
ラ
ブ
ル
の
発
症
に

関
わ
っ
て
い
ま
す
。

■
妊
娠
中
の
歯
と
口
の
ケ
ア

　

つ
わ
り
が
ひ
ど
い
時
の
、
歯
と
口
の
お

手
入
れ
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
ま
し
た
。

妊
娠
中
も
、
歯
磨
き
の
基
本
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。
①
歯
ブ
ラ
シ
の
毛
先
を
し
っ
か

り
と
歯
に
直
角
に
あ
て
、
②
力
を
か
け
す

ぎ
ず
、
③
小
刻
み
に
動
か
す
な
ど
の
ポ
イ

ン
ト
を
守
っ
て
、
正
し
い
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
デ
ン
タ
ル

フ
ロ
ス
な
ど
を
用
い
て
、
歯
と
歯
の
間
の

プ
ラ
ー
ク
も
し
っ
か
り
と
落
と
し
ま
し
ょ

う
。
虫
歯
や
歯
周
病
は
早
期
の
治
療
が
肝

心
で
す
。
歯
の
治
療
は
安
定
期
で
あ
る
妊

娠
中
期
（
4
カ
月
か
ら
7
カ
月
ま
で
）
に

済
ま
せ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■
妊
娠
中
の
食
事
に
も
注
意

　

赤
ち
ゃ
ん
の
歯
は
、
妊
娠
初
期
か
ら
マ

マ
の
お
な
か
の
中
で
つ
く
ら
れ
始
め
ま

す
。
妊
娠
中
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生

活
が
重
要
で
す
。
特
に
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
は
丈
夫
な
歯

を
つ
く
る
た
め
に
重
要
な
栄
養
素
で
す
。

ま
た
、
カ
フ
ェ
イ
ン
の
摂
取
や
飲
酒
・
喫

煙
は
赤
ち
ゃ
ん
の
健
や
か
な
発
育
に
悪
い

影
響
を
与
え
る
た
め
、
当
然
、
控
え
る
べ

き
で
す
。

■
東
吾
妻
町
妊
婦
歯
科
健
康
診
査
に
つ
い
て

　

東
吾
妻
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
妊
婦
の

方
は
、
妊
娠
期
間
中
に
1
回
、
無
料
の
歯

科
健
診
を
、
町
内
5
つ
の
歯
科
医
院
で
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
歯
科
医
師
が
虫

歯
の
有
無
、
歯
石
の
有
無
、
歯
肉
の
炎
症

の
有
無
な
ど
を
診
査
し
、
健
診
結
果
に
基

づ
き
歯
科
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
、
東
吾
妻
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

安
心
で
安
全
な
妊
娠
と
出
産
が
で
き
る

町
づ
く
り
は
、
東
吾
妻
町
が
目
指
す
「
住

民
が
誇
り
を
も
っ
て
暮
ら
す
町
」
の
実
現

に
お
い
て
、
大
変
重
要
な
意
味
を
持
つ
と

考
え
ま
す
。
私
ど
も
東
吾
妻
町
内
の
歯
科

医
師
も
、
妊
婦
歯
科
健
康
診
査
な
ど
を
介

し
て
少
し
で
も
お
役
に
立
ち
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

東
吾
妻
町
保
健
セ
ン
タ
ー　

　
（
☎
68
・
５
０
２
１　

担
当 

藤
岡
由
美
）

知っておきたい歯の話
　
町
内
の
歯
科
医
の
先
生
か
ら

「
歯
と
口
」
に
つ
い
て
お
話
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
月
は
「
妊

娠
中
の
歯
と
口
の
ケ
ア
」
で
す
。

26. 妊娠中の歯と口のケア

認知症家族会
　認知症家族会に出かけてみませんか？日ごろ
思っていることを話してみましょう。
■日時
　平成 29 年７月 27 日㈭　10 時～ 11 時 30 分
■場所　保健センター
■問い合わせ先
　包括支援センター（☎ 68-0200　 担当  田中春美）

７月の健康相談
　町では毎月健康相談を行っています。

【東地区】
■日時　平成 29 年７月 12 日㈬　10 時～ 11 時 30 分
■場所　あづま農村環境改善センター

【太田・原町・岩島・坂上地区】
■日時　平成 29 年７月７㈮　13 時 30 分～ 15 時
■場所　保健センター
■問い合わせ先　保健センター（☎ 68-5021）

■妊娠中に起こりやすい歯と
　口のトラブル
★トラブル例

・虫歯
・親知らずの腫れや痛み
・妊娠性エプーリス
・歯肉炎
・口内炎など
★原因
つわりによるブラッシング困難、
ホルモンバランスの変化、食事
嗜好・回数の変化、ビタミン不足、
栄養バランスの片寄りなど

■つわりがひどい時の対処法
・歯ブラシのヘッドを小さい物に変える
・歯みがき剤の味を変える（刺激の少

ないものにする）
・歯みがき剤を使わないようにする
・歯みがき時は下を向き、喉の方に水

分が流れないようにする
・歯みがきをつわりが落ち着いている

時間に行う
・デンタルリンス（洗口液）による補

助清掃を行う
・キシリトールガムの咀嚼により唾液

分泌などを促進する
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７月の予防接種日程表
❶東地区　●会場／国保診療所　●問い合わせ先／保健センター（☎ 68-5021）　 担当  野山しのぶ

７月の母子保健事業日程表
❶町内全地区　●会場・問い合わせ先／保健センター（☎ 68-5021）　 担当  篠原　萌

❷町内全地区〈子育てサークル〉　●問い合わせ先　保健センター（☎ 68-5021）　 担当  富塚和香奈
●会場　ラッコ・ペンギン：保健センター／ピヨピヨ：あづま農村環境改善センター

（＊印のついたサークルはどちらか近い会場をご利用ください。ご利用の際には事前に申し込んでください。）

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

7 月 7 日㈮ 乳幼児健康相談 10:00 ～ 11:00 乳幼児の希望者（事前に申し込んでください）

12 日㈬

歯っぴい歯科健診 13:30 ～ 13:45

平 成 24 年 12 月、 平 成 25 年 1 月、 平 成 26 年 12 月、
平成 27 年 1 月・6 月・7 月生まれ

13 日㈭
平成 24 年 6 月・7 月、平成 25 年 12 月、
平成 26 年 1 月生まれ

14 日㈮
平成 23 年 12 月、平成 24 年 1 月、
平成 25 年 6 月・7 月生まれ

18 日㈫

4 カ月児健康診査 13:30 ～ 13:45 平成 29 年 3 月生まれ

7 カ月児健康診査 13:30 ～ 13:45 平成 28 年 12 月生まれ（B.C.G 接種を行います）

1 歳児健康診査 13:30 ～ 13:45 平成 28 年 6 月生まれ

28 日㈮ 1 歳 6 カ月児健康診査 13:30 ～ 13:45 平成 27 年 11 月・12 月生まれ

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

7 月 6 日㈭ 日本脳炎予防接種
（Ⅰ期・1 回、２回） 14:00 ～ 14:30

平成 25 年 4 月 2 日～平成 26 年 4 月 1 日生まれ
（平成 29 年度中に 4 歳になる子）

21 日㈮

日本脳炎予防接種
（Ⅰ期・1 回、２回） 14:00 ～ 14:30

第４回乳幼児個別予防接種 14:00 ～ 14:30 「予防接種のお知らせ」を参照してください
７月 14 日㈮までに申し込んでください

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

7 月 10 日㈪ ピヨピヨクラブ＊ 9:30 ～ 10:00 幼稚園入園前までの子どもと保護者

24 日㈪ ペンギンクラブ＊ 9:30 ～ 10:00 幼稚園入園前までの子どもと保護者

25 日㈫ ラッコクラブ 10:00 ～ 10:15 4 カ月児から 1 歳児までの希望者

ぐんまねんりんピック２０１７の参加者募集
　この大会は平成 16 年度に本県で開催された第 17 回全国健康福祉祭群馬大会（ねんりんピックぐんま）の成
果と意義を継承するため開催します。
■期日　平成 29 年 10 月 27 日㈮
■会場　群馬県総合スポーツセンター ほか
■募集種目　ゲートボール、卓球、ペタンク、テニス、
ソフトテニス、ソフトボール、剣道、弓道、グラウン
ドゴルフ、マラソン、水泳など 17 種目
■対象
　県内在住の昭和 34 年 4 月 1 日以前に生まれた人で

大会に参加しても支障の無い健康な人
■参加費　無料
■申込締切　7 月下旬
■申し込み先　吾妻保健福祉事務所
■問い合わせ先
　（公財）群馬県長寿社会づくり財団

　（☎ 027-255-6511）

10



　

８
月
１
日
か
ら
「
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証
」
が
新
し
く
な

り
ま
す
。
新
し
い
被
保
険
者
証
の

色
は
「
緑
色
」
で
す
。
今
ま
で
の

被
保
険
者
証
は
８
月
以
降
使
え
な

く
な
る
の
で
、
新
し
い
被
保
険
者

証
が
７
月
中
に
お
手
元
に
届
く
よ

う
に
郵
送
し
ま
す
。

■
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

　
額
認
定
証
に
つ
い
て

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
被
保
険

者
は
医
療
機
関
に
『
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
』
を
提

示
す
る
と
医
療
費
の
窓
口
負
担
と

食
事
代
な
ど
の
自
己
負
担
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、『
限
度
額
適
用･

標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
』
を
お
持
ち
の

方
は
、
有
効
期
限
が
平
成
29
年
７

月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
軽
減
を
受
け
る
た
め

に
は
８
月
中
に
申
請
手
続
き
を
し

て
新
し
い
証
の
交
付
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
次
の
条
件
の
全

て
に
該
当
す
る
方
は
、
申
請
手
続

き
を
省
略
し
平
成
29
年
８
月
１
日

よ
り
使
用
で
き
る
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
を
新
し

い
被
保
険
者
証
に
同
封
し
ま
す
。

①
前
年
度
に
『
限
度
額
適
用
・
標

　

準
負
担
額
減
額
認
定
証
』
の
交

　

付
を
受
け
、
現
在
も
該
当
し
て

　

い
る
方

②
平
成
29
年
度
も
引
き
続
き
住
民

　

税
非
課
税
世
帯
と
な
る
方

■
自
己
負
担
割
合
に
つ
い
て

　

来
年
７
月
末
ま
で
の
自
己
負
担

割
合
は
、
同
一
世
帯
の
被
保
険
者

の
今
年
度
（
平
成
29
年
度
）
の
住

民
税
課
税
所
得
に
よ
り
判
定
さ
れ

ま
す
。

・
課
税
所
得
１
４
５
万
円
以
上
…

…
…
３
割

・
課
税
所
得
１
４
５
万
円
未
満
…

…
…
１
割

　

た
だ
し
、
上
記
の
判
定
で
３
割

負
担
に
該
当
す
る
方
の
う
ち
、
前

年
（
平
成
28
年
）
の
収
入
額
が
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は

申
請
に
よ
り
１
割
負
担
と
な
り
ま

す
。

①
被
保
険
者
が
同
一
世
帯
に
１
人
、

収
入
額
が
３
８
３
万
円
未
満

②
被
保
険
者
が
同
一
世
帯
に
２

人
以
上
、
収
入
額
合
計
が

５
２
０
万
円
未
満

③
同
一
世
帯
に
70
歳
か
ら
74
歳
の

方
が
い
る
場
合
、
そ
の
方
と

被
保
険
者
の
収
入
額
合
計
が

５
２
０
万
円
未
満

■
短
期
被
保
険
者
証

　

通
常
、
被
保
険
者
証
の
有
効
期

間
は
１
年
間
で
す
が
、
保
険
料
の

滞
納
状
況
に
よ
り
有
効
期
間
の
短

い
被
保
険
者
証
（
有
効
期
限
平
成

30
年
１
月
31
日
）
が
発
行
に
な
り

ま
す
。
さ
ら
に
特
別
な
理
由
が
な

い
の
に
納
付
状
況
が
改
善
さ
れ
な

い
と
、
医
療
費
が
い
っ
た
ん
全
額

負
担
に
な
る
「
資
格
証
明
書
」
を

交
付
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

・
役
場
町
民
課後

期
高
齢
者
医
療
係

（
内
線 

１
１
６　

担
当 
鳥
山
典
子
）

・
群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　

連
合

（
☎
０
２
７
・
２
５
６
・
７
１
２
５
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の
更
新
に
つ
い
て

　平成 29 年度から、均等割額５割軽減と均等割額２割軽減の “ 軽減該当条件 ” が変わりました。 また、所得
割額の軽減と被扶養者軽減の “ 軽減割合 ” が変わりました。なお、均等割額９割軽減と均等割額８．５割軽減
に変更はありません。

軽　減　内　容 軽減該当条件（均等割額の軽減は同一世帯の被保険者と
世帯主の総所得金額などの合計額で判定します

均等割額５割軽減 　「基礎控除額 33 万円＋ 27 万円（前年度は 26 万 5 千円）×同一世帯の被
保険者数」以下の世帯

均等割額２割軽減 「基礎控除額 33 万円＋ 49 万円（前年度は 48 万円）×同一世帯の被保険者
数」以下の世帯

所得割額２割（前年度は 5 割）軽減 　「被保険者本人の総所得金額等の合計額－基礎控除額 33 万円」が、58 万
円以下のとき

被扶養者軽減 （所得割額は賦課せず均等
割額７割軽減）（前年度は９割）

後期高齢者医療の被保険者資格を得た日の前日まで、被用者保険（国保、
国保組合は除く）の被扶養者であった方

平成 29 年度の後期高齢者医療保険料の軽減措置が決まりました。
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Information

昭和 17 年８月２日～９月１日生まれの方へ
75 歳になる方へ

　75 歳の誕生日から後期高齢者医療該当者です。７
月 25 日前後に『後期高齢者医療保険者証』を緑色の
封筒で郵送しますので、ご確認ください。保険料普
通徴収第１期分の納期限は７月 31 日ですので該当
の方はお忘れなく。
■問い合わせ先　役場町民課　後期高齢者医療係
	 （ 内線 116　 担当  鳥山典子）

　介護保険料の納付は、郵送される納付書により、
金融機関または役場会計課で納めてください。なお、
年金からの天引きが可能になりましたら通知します。

■問い合わせ先　役場保健福祉課　介護保険係
　　　　　　　　（ 内線 122　 担当  荒木聡子）

65 歳になった方へ
（昭和 27 年６月２日～７月１日生まれ）
※東吾妻町へ転入された 65 歳以上の方へ

　

旧
耐
震
基
準
で
建
て
ら
れ
た
木
造
住

宅
の
耐
震
化
の
促
進
と
、
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
希
望

さ
れ
る
方
の
お
宅
に
木
造
住
宅
耐
震
診

断
者
を
派
遣
し
、
無
料
で
耐
震
診
断
を

行
い
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
住
宅

　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
た
住
宅

に
限
り
ま
す
。

・
東
吾
妻
町
内
に
在
す
る
木
造
住
宅

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

　

れ
た
住
宅

・
一
戸
建
て
の
住
宅
ま
た
は
併
用
住
宅

・
平
屋
建
て
ま
た
は
２
階
建
て
の
住
宅

・
在
来
軸
工
法
で
建
築
さ
れ
た
住
宅

■
派
遣
の
対
象
者  

対
象
住
宅
の
所
有
者

■
耐
震
診
断
者

　

県
建
築
士
事
務
所
協
会
に
登
録
さ
れ

た
木
造
住
宅
耐
震
診
断
調
査
資
格
者

■
必
要
書
類

・
住
宅
の
平
面
図

　

住
宅
の
平
面
図
が
無
い
場
合
や
、
住

宅
の
現
況
と
平
面
図
が
大
き
く
違
う
場

合
に
は
耐
震
診
断
者
が
図
面
の
作
成
を

し
ま
す
。

※
図
面
を
作
成
し
た
場
合
は
１
万
円
程

　

度
の
個
人
負
担
が
あ
り
ま
す
。

■
耐
震
診
断
の
費
用

・
耐
震
診
断
費　

無
料

・
耐
震
診
断
者
の
交
通
費　

千
円
～

３
千
円
の
個
人
負
担
が
あ
り
ま
す
。

（
耐
震
診
断
者
に
直
接
お
支
払
い
い
た

だ
き
ま
す
。
）

■
診
断
件
数　

予
算
の
範
囲
内
と
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
の
方
法

　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
者
の
派
遣
に
よ

る
耐
震
診
断
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
木

造
住
宅
耐
震
診
断
者
派
遣
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
役
場
建
設
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

右
記
申
請
書
の
様
式
は
役
場
建
設
課
、

ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で

き
ま
す
。
今
年
度
の
申
請
の
受
付
は
、

９
月
29
日
が
期
限
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
建
設
課　

都
市
計
画
係

　
（
内
線 

５
１
９　

担
当 

加
部
貴
宏
）

　
木
造
住
宅
耐
震
診
断
者
を
派
遣
し
ま
す

案内
　

森
林
を
伐
採
す
る
際
に
は
、「
伐
採
及

び
伐
採
後
の
造
林
の
届
出
」
を
市
町
村

へ
提
出
す
る
事
が
森
林
法
に
よ
り
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
目
的
や
面
積
に

か
か
わ
ら
ず
、
た
と
え
数
本
の
伐
採
で

も
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
森
林
の
伐

採
を
行
う
際
に
は
必
ず
事
前
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　

伐
採
を
行
う
森
林
の
所
有
者
が
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
伐
採
業
者
が
提
出
す

る
場
合
は
、
所
有
者
と
の
連
名
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■
注
意
事
項

①
対
象
と
な
る
森
林
は
、
役
場
農
林
課

ま
た
は
群
馬
県
が
公
開
し
て
い
る

マ
ッ
ピ
ン
グ
ぐ
ん
ま
で
確
認
で
き
ま

す
。
山
林
だ
け
で
な
く
平
地
林
で
あ
っ

て
も
、
伐
採
を
す
る
際
に
は
必
ず
事

前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

②
対
象
森
林
の
場
合
、
伐
採
面
積
や
本

　

数
に
か
か
わ
ら
ず
提
出
が
必
要
に
な

　

り
ま
す
。
届
出
を
せ
ず
伐
採
を
行
う

　

と
無
許
可
伐
採
と
し
て
勧
告
・
指
導

　

を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
特
に

　

悪
質
な
場
合
に
は
罰
則
も
適
用
さ
れ

　

ま
す
。

③
伐
採
届
は
伐
採
を
行
う
90
日
か
ら
30

　

日
前
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
災
害

　

時
な
ど
緊
急
の
場
合
を
除
く
）

■
申
請
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
農
林
課　

農
林
振
興
係

　
（
内
線 

５
２
３
・
５
２
５

　
　
　
　

担
当 
佐
藤
功
樹
・
湯
本
亮
一
）

　
森
林
の
木
の
伐
採
に
は
届
出
が
必
要
で
す

案内
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町からのお知らせ

　

こ
の
制
度
は
優
良
な
県
産
品
と
し
て

推
奨
で
き
る
商
品
を
決
定
し
、
全
国
へ

紹
介
す
る
も
の
で
す
。
優
良
県
産
品
に

な
る
と
、
商
品
に
「
県
優
良
推
奨
品
シ
ー

ル
」
を
添
付
し
、
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
対
象

　

県
内
に
事
業
の
本
拠
を
持
つ
製
造
者

が
、
生
産
ま
た
は
主
た
る
加
工
を
し
た
、

一
般
消
費
者
に
販
売
さ
れ
る
加
工
食
品
、

民
・
工
芸
品
な
ど

■
推
奨
期
間

　

平
成
30
年
4
月
～
32
年
3
月

■
審
査
基
準

①
食
品
表
示
法
、
そ
の
他
の
関
係
法
令

　

に
適
合
し
て
い
る
か

②
品
質
、
価
格
、
放
送
、
表
示
方
法
な

　

ど
が
適
正
か

③
優
良
県
産
品
と
し
て
推
奨
す
る
に
ふ

　

さ
わ
し
い
も
の
か

■
申
請
期
間　

　

平
成
29
年
７
月
3
日
㈪
～
31
日
㈪

■
申
請
方
法　

所
定
の
申
請
書
を
提
出

■
申
請
書
提
出
先

　

役
場
地
域
政
策
課　

商
工
観
光
係

　
（
内
線 

２
４
３　

担
当 

佐
藤
祐
介
）

■
そ
の
他

　

既
に
推
奨
決
定
を
受
け
て
い
る
商
品

も
再
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
申
請
書
配
布
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
観
光
物
産
課

　
（
☎
０
２
７
・
２
２
６
・
３
３
８
６
）

群
馬
県
優
良
県
産
品
の
募
集

案内　

町
教
育
委
員
会
で
は
次
の
通
り
臨
時

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

【
保
育
士
】

■
採
用
区
分　

保
育
士

■
募
集
人
員　

1
名

■
応
募
資
格　

保
育
士
資
格
を
有
す
る
方

■
任
用
条
件　

７
時
30
分
～
18
時
30
分

　
（
週
40
時
間
以
内
）
早
番
遅
番
有
り

■
勤
務
先　

町
内
保
育
所

※
賃
金
・
通
勤
費
は
町
基
準
に
よ
る

■
試
験
方
法　

面
接
試
験

■
試
験
日　

後
日
指
定
さ
れ
た
日

■
応
募
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
添
付
の
上

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
資
格
証
明
書
の

写
し
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

【
幼
稚
園
教
諭
】

■
採
用
区
分　

幼
稚
園
教
諭

■
募
集
人
員　

１
名

■
応
募
資
格

　

幼
稚
園
教
諭
資
格
を
有
す
る
方

■
任
用
条
件　

１
日
８
時
間

　
　
　
　
　
　
（
週
40
時
間
以
内
）

■
勤
務
先　

町
内
幼
稚
園

※
賃
金
・
通
勤
費
は
町
基
準
に
よ
る

■
試
験
方
法　

面
接
試
験

■
試
験
日　

平
成
29
年
８
月
上
旬

　
　
　
　
　
（
後
日
連
絡
し
ま
す
）

■
採
用
期
間

　

平
成
29
年
９
月
１
日
㈮
～
平
成
30
年

３
月
31
日
㈯
（
延
長
の
場
合
あ
り
）

■
応
募
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
用
紙
に
写
真
を
添
付

の
上
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
資
格
証

明
書
の
写
し
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

　

平
成
29
年
７
月
31
日
㈪
ま
で

　
（
土･

日･

祝
日
は
除
く
。
郵
送
の
場

合
は
当
日
消
印
有
効
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

【
保
育
士
募
集
に
関
し
て
】

　

教
育
委
員
会
事
務
局　

教
育
課

　
（
☎
59
・
３
０
１
７  

担
当 

腰
塚
丈
弘
）

【
幼
稚
園
教
諭
募
集
に
関
し
て
】

　

教
育
委
員
会
事
務
局　

教
育
課

　
（
☎
59
・
３
０
１
７

　

担
当 

酒
井
文
彰
・
武
藤
学
）

　
（
〒
３
７
７
・
０
３
０
４

　

東
吾
妻
町
大
字
奥
田
39
ー
１
）

教
育
委
員
会
【
幼
稚
園
・
保
育
所
】
臨
時
職
員
募
集

求人

住宅新築改修等補助金交付制度を
ご活用ください

　町では、町民の皆さんが自宅の新築・増築・改修
工事などを行う場合工事費用に対する補助制度を設
けています。新築や改修などをお考えの方はぜひご
利用ください。また、工事を始める前に、役場地域
政策課で申請手続きをお願いします。
■問い合わせ先　役場地域政策課　商工観光係
　　　　　　（ 内線 243　 担当  佐藤祐介・小山日出映）

家屋を新築・増築または取り壊した方は
ご連絡ください

　家屋を新築または増築しますと、担当職員が訪問
調査をさせていただきます。この調査は固定資産税
の算定基礎となる評価額を算出するために必要な調
査です（取り壊した時も現地確認に伺います）。
■連絡・問い合わせ先
　役場税務課　固定資産税係
　　　　　　　（ 内線 134　 担当  須田泰友）
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Information

　

町
で
は
、公
共
交
通
（
乗
合
バ
ス
な
ど
）

活
性
化
に
つ
い
て
協
議
す
る
た
め
、
東

吾
妻
町
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

（
会
長
：
町
長
、
委
員
30
名
）
を
公
共
交

通
事
業
者
や
関
係
機
関
な
ど
構
成
員
に

組
織
し
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通
の
あ

り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
会
議
は
、
継
続
的
に
行
っ
て
い

ま
す
が
、
今
年
度
最
初
の
会
議
を
６
月

５
日
㈪
に
開
催
し
、
協
議
会
予
算
や
事

業
計
画
な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

来
年
４
月
に
予
定
さ
れ
る
吾
妻
高
校

と
中
之
条
高
校
の
統
合
に
伴
い
、
現
行

の
町
内
の
バ
ス
運
行
形
態
で
は
、
高
校

生
の
バ
ス
利
用
に
よ
る
中
之
条
町
へ
の

通
学
は
困
難
な
た
め
、
今
年
度
は
重
点

的
に
大
戸
線
と
権
田
線
の
再
編
に
つ
い

て
、
調
査
検
討
し
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

今
後
、
関
係
自
治
体
や
バ
ス
事
業
者

と
も
協
議
を
重
ね
、
そ
の
効
果
が
期
待

で
き
る
見
直
し
案
を
ま
と
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
民
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

公
共
交
通
の
利
用
促
進
に
引
き
続
き
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
乗
り
降
り
ら
く
ら
く
便
利
な
バ
ス
　

　
カ
ー
ド

　

町
内
の
乗
合
バ
ス
で
は
、
４
月
か
ら

カ
ー
ド
回
数
券
が
使
用
可
能
と
な
り
ま

し
た
。

　

１
枚
３
千
円
で
４
３
５
０
円
分
ご
使

用
で
き
ま
す
。

　

バ
ス
車
内
の
ほ
か
、
役
場
企
画
課
や

東
支
所
、
各
出
張
所
で
も
購
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

 

■
問
い
合
わ
せ
先

・
協
議
会
事
務
局

　

役
場
企
画
課　

企
画
調
整
係

　
（
内
線 

２
２
２　

担
当 

蜂
須
賀
徹
）

　
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た

報告

会議風景の写真

バスカード（磁気式プリペイドカード）

原町小学校

原町幼稚園

原町の大ケヤキ

役場

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

吾妻高校 吾妻警察署 吾妻広域消防本部
××× ×××

×××

×××

×
×
×

×
×
×

×××

×
×
×

×××

田
辺
橋

東 

橋

車両通行禁止

車両通行禁止

中央公民館

保健センター

×××

警備本部

Ｐ

原町日赤

新井

大戸口

槻の木

御殿 長町原町 山田川

群馬原町駅

あがつま農協

車両通行禁止　12 時～ 21 時 30 分

車両通行禁止　12 時～ 16 時

Ｐ 駐車場

××× バリケード

吾妻川

国道 145 号線

八坂神社

至 

長
野
原

至 

中
之
条

至 

渋
川

工事中
通行不可

×
×

××

×
×

吾
妻
ふ
る
さ
と
大
橋

　平成 29 年 7 月 22 日㈯に原町祇園祭が実施され、
四町の山車が原町地内を巡行します。それに伴い下記
のとおり交通規制が実施されます。ご迷惑をおかけし
ますがご協力をお願いします。

原町祇園祭に伴う交通規制について

■問い合わせ先
　原町祇園祭四町祭典幹事
　（代表 上原正美☎ 68-5121）
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町からのお知らせ

　

東
吾
妻
町
で
は
、
平
成
30
年
度
に
採
用

す
る
職
員
の
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

■
採
用
職
員
の
人
員
と
受
験
資
格

①
［
一
般
事
務
職
］　

若
干
名

　

昭
和
63
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
12
年
4

月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

②
［
幼
稚
園
教
諭
・
保
育
士
］　 

若
干
名

　

幼
稚
園
教
諭
お
よ
び
保
育
士
資
格
取
得

者
（
以
下
資
格
取
得
者
）
ま
た
は
平
成
30

年
3
月
31
日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方

（
以
下
資
格
取
得
見
込
者
）
で
、
昭
和
63

年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

※
右
記
受
験
資
格
の
ほ
か
、
次
に
該
当
す

　

る
方
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

・
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方

・
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当
す
る
方

■
試
験
日
程

◎
１
次
試
験
（
町
村
職
員
採
用
統
一
試
験
）

・
期
日
…
平
成
29
年
９
月
17
日
㈰  

・
内
容
…
適
性
検
査
・
教
養
試
験

・
会
場
…
バ
イ
テ
ッ
ク
文
化
ホ
ー
ル

◎
２
次
試
験
（
面
接
試
験
・
作
文
審
査
）

　

日
程
は
1
次
試
験
合
格
者
に
別
途
通
知

■
初
任
給　

14
万
６
１
０
０
円
（
高
校
卒
）

※
た
だ
し
、
基
礎
学
歴
取
得
後
経
験
年
数

　

の
あ
る
者
に
は
そ
の
年
数
に
応
じ
て
調

　

整
さ
れ
ま
す
。
こ
の
ほ
か
給
与
条
例
の

　

定
め
に
従
い
、
扶
養
手
当
、
住
居
手
当
、

　

通
勤
手
当
お
よ
び
期
末
手
当
な
ど
を
支

　

給
し
ま
す
。

■
受
験
申
込
用
紙
の
請
求
方
法

　

申
込
用
紙
は
７
月
６
日
㈭
か
ら
役
場
総

務
課
で
交
付
し
ま
す
。
な
お
、
郵
便
で
申

込
書
を
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に

「
職
種
名
」
お
よ
び
「
職
員
採
用
試
験
申

込
用
紙
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
１
２
０
円

切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信
用
封
筒

（
定
形
外
封
筒
・
Ａ
４
判
対
応
）
を
同
封

し
て
総
務
課
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
方
法

　

申
込
書
の
注
意
事
項
を
よ
く
読
ん
だ
上

で
必
要
事
項
を
記
入
し
、
写
真
２
枚
を
貼

付
し
て
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
の
場
合
は
簡
易
書
留
と
し
、
封
筒
の

表
に
「
採
用
試
験
申
込
」
と
朱
書
き
し
て

く
だ
さ
い
。

※
幼
稚
園
教
諭
・
保
育
士
試
験
申
し
込
み

　
に
つ
い
て

　

資
格
取
得
者
は
幼
稚
園
教
諭
資
格
証
と

保
育
士
資
格
証
の
写
し
の
両
方
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
資
格
取
得
見
込
者

は
、
幼
稚
園
教
諭
資
格
取
得
見
込
証
明
書

と
保
育
士
資
格
取
得
見
込
証
明
書
の
両
方

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間
（
土
日
祝
を
除
く
）

　

平
成
29
年
７
月
６
日
㈭
～
８
月
14
日
㈪

ま
で
の
８
時
30
分
～
17
時
15
分

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課　

総
務
係　

　
（
内
線 

２
３
７　

担
当 

玉
橋　

晃
）

東
吾
妻
町
職
員
採
用
試
験

求人

　日頃より『あづま温泉息吹の湯 桔梗館』をご利用いただきあ
りがとうございます。このたび、桔梗館は昭和 62 年の営業開
始から 30 年目をむかえることとなりました。この記念すべき
30 周年の節目の年に、「あづま温泉 桔梗館　オープン 30 周年
記念夏祭り」を開催いたします。
■日　時　平成 29 年８月６日㈰
　　　　　営業時間：10 時～ 19 時（短縮営業）
■入館料　無料　（先着 30 名さまに無料入浴券を進呈）
■その他
　◎限定メニューのお食事を提供　◎岩櫃太鼓の演奏
　◎プロ歌手による歌謡ショーと夢のマジックショー開催
　◎ヨーヨー釣り、ポップコーンなど模擬店出店
　◎ 19 時ごろに記念花火大会（協賛者募集中［1 口千円から］）

『桔梗館がより多くのお客さまに愛される施設として、将来に

繋げて行ければと思います。どうぞご家族でお越しください。』

指定管理会社ライジングプロモーション㈱　代表取締役　須田公次

あづま温泉桔梗館　支配人　小野里　功・従業員一同

■問い合わせ先　あづま温泉桔梗館　（☎ 59-3533）

あづま温泉桔梗館だより
　

群
馬
司
法
書
士
会
で
は
『
司
法
書
士

の
日
（
8
月
3
日
）』
に
ち
な
み
、
次
の

日
程
で
司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
会
（
登
記
・
相
続
・
多
重
債
務
な
ど
）

を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時　

平
成
29
年
7
月
29
日
㈯

　
　
　
　

9
時
30
分
～
12
時

■
場
所　

中
之
条
町
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ

■
問
い
合
わ
せ
先

　

群
馬
司
法
書
士
会

　
（
☎
０
２
７
・
２
２
４
・
７
７
６
３
）

吾
妻
地
区
司
法
書
士
・
土
地
家
屋
調
査
士

・
行
政
書
士
合
同
無
料
法
律
相
談
会

案内
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Information

■実施期間　平成 29 年７月 15 日㈯～８月 31 日㈭
■推進目標

・県民総ぐるみで次代を担う子どもたちの健全育成に
　取り組もう

・「おぜのかみさま県民運動」を推進し、地域と家庭
　で子どもたちの安全・安心なインターネット利用を
　考えよう
■標語　「おぜのかみさま」

【お】くらない（写真）【ぜ】ったい会わない！

【の】せない（個人情報）　
【か】きこまない（悪口）【み】ない（有害サイト）
【さ】がさない（出会い）【ま】もる （ルール）

■実施機関・団体
　群馬県・群馬県教育委員会・群馬県警察本部・東吾
妻町・東吾妻町教育委員会・群馬県青少年育成推進会
議・東吾妻町青少年育成推進員連絡協議会
■問い合わせ先　教育委員会事務局　教育課
　　　　　　　　（☎ 59-3370　 担当  茂木夕子）

夏の青少年健全育成活動について
　青少年の健全育成と非行防止を図るため、平成 29 年夏の青少年健全育成運動を実施します。

年金請求書の手続き漏れがありませんか？
　老齢基礎年金を受け取るのに必要な
期間（受給資格期間）が、「25 年」から「10
年」に短縮されることになりました。日
本年金機構では、これまでに対象となる
方に黄色の封筒（Ａ４サイズ）をお届け
しています。
　制度の開始は、平成 29 年 8 月 1 日（最
も早い年金のお支払いは平成 29 年 10 月）です。まだ、請求
手続きされていない方は、今すぐ年金ダイヤルにお電話をして、
予約の上、年金事務所で手続きを行ってください。
■問い合わせ先
　ねんきんダイヤル　（☎ 0570-05-1165）

　　　　　　平成 29 年度入札結果　　（5 月 22 日 /6 月 21 日執行）

事　　　　　業　　　　　名 場　所 落札業者 落札金額 役場担当課
原町幼稚園 園舎増築工事 原 町 南波建設㈱ 163,000,000 円 教 育 課
東吾妻町地籍調査事業 地積測量

（C,E,F1,F2-1 工程）業務委託 矢 倉 東洋測量設計㈱
吾妻支店 10,860,000 円 農 林 課

東吾妻町地籍調査事業 地積測量
（F2-2,G,H 工程）業務委託 矢倉・須賀尾 東洋測量設計㈱

吾妻支店 3,180,000 円 農 林 課

町道 5084 号（在下）線　測量設計業務委託 原 町 東洋測量設計㈱
吾妻支店 450,000 円 建 設 課

町道 1047 号（岩井田中）線　測量設計業務委託 岩 井 ㈱スタッフ 2,500,000 円 建 設 課
町道 1281 号（程岩）線　道路改良工事 泉 沢 塚田建設㈱ 21,500,000 円 建 設 課
町道鳩の湯線　測量及び用地調査委託 須 賀 尾 ㈱測研 あがつま事業所 3,000,000 円 建 設 課
国道 145 号電線共同溝事業に伴う上水道
配水本管布設替工事（第 2 工区） 原 町 南波建設㈱ 10,100,000 円 上下水道課

合併処理浄化槽設置工事（29-09 工事） 小 泉 ほ か 宮﨑工務店㈱ 2,450,000 円 上下水道課
東小学校空調設備設置工事実施設計業務委託 箱 島 ㈱吾東設計 1,500,000 円 教 育 課
中央公民館屋根防水・塗装工事 原 町 ㈱大沢建設 8,800,000 円 教 育 課

岩櫃城跡総合調査報告書作成作業業務委託 奥 田 技研コンサル㈱
吾妻営業所 2,880,000 円 教 育 課

■問い合わせ先　各担当課まで
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町からのお知らせ

　平成 29 年３月 31 日で閉館しました健康増進センターを、平成 29 年７月５日から東吾妻町町民体育館２階
小体育室で仮オープンします。開館時間は、平日の 10 時から 17 時までを基本とし、水・木曜日は、19 時ま
で開館します。利用料金はいただきません。皆さまのご利用をお待ちしています。
■利用料　当面の間　無料
■施設利用情報　

・更衣室は 1 階にございます。
　（シャワーのご利用はできません）

・小体育室内にエアコンは設置済みです。
・自動販売機は 1 階にございます。

■開館スケジュール
日 月 火 水 木 金 土

開館時間
休館日

10 時～
休館日

閉館時間 17 時 17 時 19 時 19 時 17 時

　岩櫃城忍び登山競走が今年も開催されます。今回
から、ふもとから頂上まで駆け上がる「ミニバーティ
カル」競技も加わりました。岩櫃の豊かな自然の中
を忍者のように駆け抜けてみませんか？
■日時　平成 29 年８月 20 日㈰　７時 30 分～：受付
■場所　コニファーいわびつ（スタート）
■コース

・一般コース（5.7㎞　獲得標高 470m）
・ジュニアコース（3.6㎞　獲得標高 300m）
・ミニバーティカルコース（1.6㎞　獲得標高 270m）
　（※ミニバーティカルコースは一般と併用参加
　　　［コンバインド］となります）
■参加費　小学生…1500 円　中高生…2000 円
　　　　　大人…3000 円　コンバインド…5000 円
■申し込み方法　
①『スポーツエントリー』下記 URL から申し込み
　（https://sportsentry.ne.jp/event/t/70711）
②町観光協会で直接申し込み

■申込期限　平成 29 年 7 月 24 日㈪
■注意事項
①一般の登山と同様に自己責任での参加をお願いしま

す。
②自然環境保護のルールを徹底してください。違反

のあった場合は失格となります。
③気象庁から警報が発令されれば中止となります。
■問い合わせ先　東吾妻町観光協会（☎ 70-2110）

 第３回 The 岩櫃城忍び登山

健康増進センター仮施設をオープンします

岩櫃ふれあいの郷では、次の通り臨時職員を募集します。
■採用区分　臨時職員
■採用人数　１名
■業務内容　健康増進センター仮施設指導業務など
■勤 務 先　東吾妻町町民体育館
■勤務時間　週３日程度　４～８時間勤務
　　　　　　※賃金・通勤費は町基準による
■申込・問い合わせ先
　岩櫃ふれあいの郷　（☎ 68-2261　 担当  剱持晋） ※写真は昨年度までの施設の様子です

※土・日・祝日は休館です。

【臨時職員の募集】

Produce スカイランナー・東吾妻町観光大使　長谷川香奈子
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催
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０
０
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す
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ス ポ ー ツ 結 果 敬称略　　

◆第 5 回町 GG 協会主催みらい倶楽部原町 GG 大会
▼開催日　平成 29 年５月 27 日㈯
▼会　場　町スポーツ広場
▼結　果

【男子の部】　優　勝…剣持　英夫（いわびつクラブ）
　　　　　　準優勝…樋田　光夫（いわびつクラブ）
　　　　　　３　位…綿貫　輝以（槻の木クラブ）

【女子の部】　優　勝…神辺　さか（あづまクラブ）
　　　　　　準優勝…戸矢カズ子（萩生クラブ）
　　　　　　３　位…水出八千代（松谷クラブ）

町スポーツ協会
事業参加者募集

　町スポーツ協会ではさまざまなスポーツ事業を
予定しており、参加者を募集しています。

【テニス講習会②】
▼日　時　平成 29 年７月 30 日㈰　13 時～
▼場　所　東総合運動場　テニスコート
▼参加費　一人　150 円

【第 1 回ソサイチフットボール大会】
▼日　時　平成 29 年８月６日㈰
▼場　所　スポーツ広場
▼参加費　１チーム　2 千円

【第 11 回町民ハイキング】
▼日　時　平成 29 年８月６日㈰
▼場　所　栃木県男体山　
▼参加費　町内在勤在住　4 千円
　　　　　その他　5 千円

【第 11 回町民バレーボール大会】
▼日　時　平成 29 年８月 20 日㈰
▼場　所　町民体育館
▼参加費　1 チーム　千円

【第 21 回夏季町民バスケットボール大会】
▼日　時　平成 29 年８月 20 日㈰
▼場　所　東吾妻中体育館
▼参加費　1 チーム　２千円

【第６回町民ソフトボール大会】
▼日　時　平成 29 年８月 20 日㈰
▼場　所　スポーツ広場
▼参加費　1 チーム　千円

■申し込み先・問い合わせ先
　教育課内スポーツ協会事務局　（☎ 59-3370）

◆第 12 回町民親善野球大会
▼開催日　平成 29 年５月 14 日㈰・21 日㈰
▼会　場　東総合運動場野球場
▼結　果　優勝…萩生中澤会　準優勝…ＡＢＣ
　　　　　３位…東吾妻町役場

投
稿　

野
鳥
の
写
真
展

イヌワシ：太田地区岩井河原
撮影：石川正三

19



広
報
ひ
が
し
あ
が
つ
ま

平
成

2
9

年
7

月
5

日
発

行

通
巻

1
3

6
号

発
行

／
東

吾
妻

町
役

場
　

編
集

／
企

画
課

広
報

統
計

係

〒
3

7
7

-0
8

9
2

 群
馬

県
吾

妻
郡

東
吾

妻
町

大
字

原
町

5
9

4
番

地
3

☎
0

2
7

9
-
6

8
-
2

1
1

1
　

FAX 0
2

7
9

-
6

8
-
4

9
0

0

東
吾

妻
町

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
h

ttp
:/

/
w

w
w

.to
w

n
.h

ig
a
s
h

ia
g
a
ts

u
m

a
.g

u
n

m
a
.jp

この広報紙は再生紙を使用しています。

　ハート型土偶の発掘地である当町で『愛とロマンの土偶シンポジウム』を行います。
群馬県埋蔵文化財調査事業団の谷藤保彦さんの基調講演のほか、土偶女子 / フリーライター
の譽田亜紀子さんやイラストレーターのスソアキコさん、どぐぽた編集長小林享さんなど
が参加してパネルディスカッションも行われます。
■日時　平成 29 年８月６日㈰　13 時 30 分～　■場所　コンベンションホール
◎第一部　基調講演『東吾妻町のお宝』　群馬県埋蔵文化財調査事業団　谷藤保彦さん
◎第二部　パネルディスカッション『土偶ってなあに？なぜ東吾妻でハート土偶 ?!』　
■参加申し込み　※参加費は無料です。
　住所・氏名・職業・電話番号・同行者名を明記の上、次の宛先まで事前申し込み
をお願いします。　（メール doguu@j-tr.jp　または FAX0279-68-4900）　
■問い合わせ先　役場地域政策課　商工観光係　（ 内線  243　 担当  佐藤祐介）

まちの人口
～平成 29 年６月１日現在～

	 ●男	 6,980 人

	 前月比	 （－ 3 人）

	 ●女	 7,367 人

	 前月比	 （－ 10 人）

	 ●人口	 14,347 人

	 前月比	 （－ 13 人）

	 ●世帯数	 5,660 世帯

	 前月比	 （－ 2 世帯）

7 月分の納期限は 7 月 31 日です

イワシ（3 枚おろし）…

………… 3 尾 200g

梅干し…………… 小 1 個

大 葉 ………………… 6 枚

ミニトマト………… 6 個

パン粉……………… 適量

オリーブオイル…… 6g

サ ニ ー レ タ ス … 20g

レモン（くし形切り）…

…… 1/4 個

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

住民税 ○ ○ ○ ○
固定資産税 ○ ● ○ ○
軽自動車税 ○
国保税 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
介護保険料 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
長寿 (後期高齢者 ) 医療保険料 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
水道料等 ( 上水道・下水道 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○
水道料等 (簡易水道・下水道 ) ○ ● ○ ○ ○ ○
合併処理浄化槽使用料 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
町営住宅使用料 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ケーブルテレビ使用料 ( 東地区 ) ● ○ ○

－材料（２人分）－　

●作り方
①イワシは 3 枚におろし、たたいてペースト状にした梅

干しを少量塗ります。

② ①の上に大葉、ミニトマトの順に重ねて巻き、串を刺

　します。

③オーブンの天板にトマトが見えるように並べ、パン粉

　をふりオリーブオイルをかけます。

④ ③をオーブントースターで７～８分焼きます。

⑤串を抜いてサニーレタスの上に盛り、レモンを添えて

　完成です。

おすすめ健康料理レシピ○136

『イワシのトマトロール焼き』
1 人分の栄養価

　エネルギー 219kcal　タンパク質 20.1g

　脂質 12.4 ｇ　炭水化物 5.0g　食塩 0.4g

愛とロマンの土偶シンポジウム 夏休みの自由研究
はこれだ！！

東吾妻町の至宝
～ハート型土偶～
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